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議
員
が
市
政
を
問
う

一

　般

　質

　問

議
　
員
　
食
べ
物
の
残
留

農
薬
等
の
危
険
性
に
関
す

る
学
校
教
育
の
現
状
は
。

教
育
部
長
　
学
習
指
導
要

領
に
明
示
は
な
く
、
農
薬

そ
の
も
の
の
学
習
は
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
各
校

で
は
広
い
意
味
で
農
薬
に

関
す
る
指
導
を
し
て
い
ま

す
。

議
　
員
　
来
年
度
以
降
も

公
共
施
設
の
建
て
替
え
が

続
く
が
、
人
口
減
少
の
中

で
将
来
的
な
財
政
運
営
の

見
通
し
は
。

市
　
長
　
大
規
模
建
設
事

業
は
、
国
等
の
補
助
事
業

の
活
用
、
交
付
税
算
入
の

あ
る
有
利
な
市
債
の
発
行
、

公
共
施
設
整
備
基
金
の
充

当
に
よ
り
、
将
来
負
担
の

み
な
ら
ず
、
事
業
年
度
の

議
　
員
　
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
削
減
の
た
め
、

と
わ
だ
エ
コ
・
オ
フ
ィ
ス

プ
ラ
ン
（
市
役
所
環
境
保

全
率
先
行
動
計
画
）
に
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

民
生
部
長
　
こ
れ
ま
で
の

目
標
達
成
に
一
定
の
効
果

が
あ
が
っ
て
い
る
の
で
、

引
き
続
き
新
た
な
計
画
を

策
定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
　
員
　
市
役
所
で
の
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
を
ど
う
進

め
て
い
く
の
か
。

総
務
部
長
　
策
定
作
業
中

の
行
政
改
革
大
綱
の
取
組

の
中
で
、
現
在
の
紙
媒
体

中
心
の
文
書
管
理
の
仕
組

み
を
見
直
し
、
電
子
決
裁

シ
ス
テ
ム
の
導
入
も
含
め

て
検
討
を
進
め
ま
す
。

議
　
員
　
エ
コ
・
オ
フ
ィ

ス
プ
ラ
ン
を
市
民
へ
ど
う

波
及
さ
せ
る
の
か
。

民
生
部
長
　
引
き
続
き
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
内

容
や
成
果
を
公
表
す
る
な

ど
、
意
識
啓
発
を
図
り
ま

す
。

議
　
員
　
焼
山
地
区
の
ス

キ
ー
場
前
の
市
道
を
、
観

光
客
が
通
る
メ
イ
ン
道
路

に
す
る
考
え
は
。

農
林
商
工
部
長
　
ま
ち
な

み
再
整
備
計
画
の
策
定
を

進
め
て
お
り
、
そ
の
取
組

の
中
で
、
よ
り
多
く
の
観

光
客
が
焼
山
地
区
を
訪
れ

る
よ
う
努
め
ま
す
。

議
　
員
　
景
観
づ
く
り
な

ど
の
た
め
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

を
採
用
す
る
考
え
は
。

農
林
商
工
部
長
　
焼
山
地

区
活
性
化
基
本
計
画
等
の

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
個

別
計
画
を
策
定
す
る
際
に
、

必
要
に
応
じ
て
専
門
家
の

意
見
を
聞
き
ま
す
。

議
　
員
　
毎
年
雪
解
け
期

に
、
焼
山
地
区
に
供
給
さ

れ
る
温
泉
の
水
が
ぬ
る
く

な
る
こ
と
へ
の
対
応
は
。

農
林
商
工
部
長
　
根
本
的

な
対
応
が
難
し
い
状
況
の

た
め
、
施
設
の
更
新
に
向

け
、
令
和
２
年
度
に
源
泉

部
周
辺
の
配
管
の
現
状
等

の
調
査
や
全
体
の
概
略
設

計
を
行
う
予
定
で
す
。

企
画
財
政
部
長
　
現
在
借

り
入
れ
し
て
い
る
市
債
の

大
半
は
、
臨
時
財
政
対
策

債
と
同
様
に
後
年
度
に
元

利
償
還
分
の
一
部
が
交
付

税
に
算
入
さ
れ
る
有
利
な

も
の
で
す
。
財
政
硬
直
化

の
判
断
指
標
で
あ
る
経
常

収
支
比
率
は
、
平
成
30
年

度
決
算
に
お
い
て
県
内
10

市
で
一
番
低
く
、
将
来
負

担
比
率
も
発
生
し
て
い
な

い
良
好
な
財
政
状
況
で
す
。

一
般
財
源
に
も
影
響
が
出

な
い
よ
う
、
効
果
的
に
財

源
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
臨
時
財
政
対
策

債
は
赤
字
公
債
で
あ
り
、

将
来
世
代
へ
の
負
担
先
送

り
に
な
ら
な
い
か
。

企
画
財
政
部
長
　
臨
時
財

政
対
策
債
は
、
発
行
可
能

額
が
交
付
税
の
算
定
時
に

国
か
ら
示
さ
れ
、
元
利
償

還
金
相
当
額
が
後
年
度
の

地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
、
実
質

的
に
は
地
方
交
付
税
の
代

替
財
源
で
あ
り
、
将
来
の

世
代
へ
負
担
を
先
送
り
す

る
性
質
の
起
債
で
は
な
い

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
市
債
残
高
が
年

々
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

将
来
の
財
政
硬
直
化
に
つ

な
が
ら
な
い
か
。

今　泉　信　明
（市民連合クラブ）

残
留
農
薬
の
危
険
性
を学校

で
教
育
を

学
習
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が

　

   

広
い
意
味
で
の
指
導
を
実
施

山　田　洋　子
（市民連合クラブ）

焼山地区に魅力的な町並みを

見通しのある堅実な財政運営を

雪解け期における
焼山地区の温泉の安定供給を

施設の更新に向けて
準備する

議
　
員
　
加
齢
で
難
聴
と

な
り
社
会
生
活
に
困
る
方

が
増
え
て
き
て
い
る
。
高

齢
者
が
引
き
こ
も
り
と
な

る
原
因
の
一
つ
に
聴
力
低

下
が
挙
げ
ら
れ
る
。
補
聴

器
購
入
費
用
を
助
成
す
る

考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
現
在
は

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
へ

の
助
成
制
度
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
他
自
治
体
の
助
成

内
容
や
認
知
症
と
の
関
連

性
の
研
究
を
確
認
し
な
が

ら
、
調
査
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
国
民
健
康
保
険

税
の
滞
納
者
に
、
短
期
被

保
険
者
証
や
被
保
険
者
資

格
証
明
書
で
は
な
く
、
通

常
の
被
保
険
者
証
を
交
付

す
る
考
え
は
。

答
率
か
ら
、
合
葬
墓
に
対

す
る
市
民
の
関
心
が
高
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

議
　
員
　
教
育
委
員
会
の

委
員
か
ら
「
特
別
支
援
教

育
支
援
員
の
増
員
が
必
要

で
は
な
い
か
」
と
い
う
意

見
が
出
て
い
る
が
、
２
名

の
増
員
だ
け
で
は
十
分
な

対
応
が
で
き
な
い
の
で
は
。

教
育
部
長
　
特
別
な
支
援

を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

を
支
援
す
る
者
の
数
は
、

学
校
か
ら
の
要
望
を
精
査

し
、
総
合
的
に
勘
案
し
て

２
名
の
増
員
と
し
て
お
り
、

適
正
な
配
置
と
考
え
て
い

ま
す
。

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
約
７
割
の
方

が
墓
を
所
持
し
て
い
る
も

の
の
、
合
葬
墓
に
係
る
回

答
で
は
、
市
が
合
葬
墓
を

整
備
す
る
必
要
性
に
つ
い

て
「
必
要
が
あ
る
」
が
53

％
、「
将
来
的
な
整
備
に

向
け
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
」
が
27
％
で
、
計
８

割
の
方
が
「
子
孫
に
負
担

を
か
け
た
く
な
い
」「
市

営
な
の
で
安
心
」「
お
墓

を
継
ぐ
者
が
い
な
い
」
等

の
理
由
か
ら
、
合
葬
墓
整

備
の
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
情
報
収
集
に
努

め
、
合
葬
墓
設
置
の
あ
り

方
を
検
討
し
ま
す
。

議
　
員
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
率
が
約
45
％
に
な
っ

た
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に

思
っ
て
い
る
の
か
。

民
生
部
長
　
郵
送
に
よ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
一
般

的
な
回
答
率
は
30
％
程
度

で
す
。
今
回
の
調
査
の
回

議
　
員
　
三
本
木
霊
園
へ

の
合
葬
墓
の
建
設
に
つ
い

て
調
査
研
究
し
た
結
果
は
。

民
生
部
長
　
現
時
点
で
の

墓
地
利
用
状
況
等
の
実
態

等
を
把
握
す
る
た
め
、
昨

年
12
月
か
ら
今
年
１
月
に

か
け
て
、
市
民
５
０
０
人

を
無
作
為
に
抽
出
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

２
２
４
名
の
方
か
ら
回
答

和
田
湖
保
育
園
の
閉
園
に

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

市
　
長
　
市
と
保
護
者
、

休
屋
町
内
会
役
員
と
の
話

し
合
い
の
結
果
、
町
内
会

が
主
体
と
な
り
、
現
在
の

保
育
園
で
、
お
世
話
を
し

て
下
さ
る
方
を
募
っ
て
託

児
・
学
童
保
育
を
行
う
こ

と
が
望
ま
し
い
と
い
う
結

論
に
な
り
ま
し
た
。
市
は

運
営
費
補
助
等
の
支
援
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

民
生
部
長
　
令
和
２
年
１

月
末
時
点
の
短
期
被
保
険

者
証
の
対
象
は
３
９
６
世

帯
６
９
１
人
、
資
格
証
明

書
の
対
象
は
24
世
帯
30
人

で
す
。
こ
れ
ら
の
措
置
は
、

保
険
税
の
収
納
確
保
に
必

要
で
あ
り
、
保
険
税
率
引

き
上
げ
抑
制
に
も
役
立
つ

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
第
３
子
以
降
の

国
民
健
康
保
険
税
の
均
等

割
を
廃
止
し
た
場
合
、
財

源
へ
の
影
響
額
は
。

民
生
部
長
　
高
校
３
年
生

ま
で
の
子
供
が
３
人
以
上

い
る
世
帯
の
う
ち
、
第
３

子
以
降
の
人
数
は
１
１
６

名
で
す
。
そ
の
均
等
割
を

全
額
免
除
す
る
場
合
の
総

額
は
約
２
６
０
万
円
で
す
。

議
　
員
　
４
月
か
ら
の
十

小笠原　良　子
（日本共産党）

加
齢
性
難
聴
者
の

補
聴
器
購
入
に
支
援
を

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い

久　慈　年　和
（市民連合クラブ）

三本木霊園に
　　　　合葬墓の建設を

市民アンケートの結果を踏まえ
設置のあり方を検討したい

県内初の市営合葬墓～弘前市～

地域の力で再出発した十和田湖保育園
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